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Ⅰ .はじめに  
約 600 床の総合病院の中にあるＡ病棟は脳
卒中センターを併設しており高次脳機能障害






























Ⅳ .研究方法  
1.研究デザイン :事例研究  
2.研究対象 : 高次脳機能障害があり自己にて
排泄が困難な患者 1 名。  
3．研究期間 :平成 23 年 10 月 17 日から 11 月

















Ⅴ .患者紹介  
60 歳代男性（以後 A 氏とする）  
病態 :アテローム血栓性脳梗塞（左 MCA）、左
ICA 閉塞  
既往歴 :高血圧・高コレステロール血症  
現病歴 :起床時右上肢の脱力と構音障害認め
当院搬送される。 JCSⅠ -3、 MMT 右上肢 0/5、
右下肢 4/5 点。運動性失語・失行あり。  
Ⅵ . 結果  



















       










2.入院 9～ 18 日目（尿留置カテーテル抜去）  









わせると In 量が多いため日中の排尿回数も 2
～ 3 時間毎と多かった。また、夜間は入院前 1












































4.入院 23 日目～退院（ナースコール有）  
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